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はじめに                                          

この度は、CLASSIC PRO CP4100/4200 4ch パワーアンプをお買い上げ頂き、誠に有難うございま

す。パワーアンプの性能をフルに発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取扱

説明書を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大切に保

管してください。 

 

 

ご使用の前に                                            

1. この取扱説明書に従って操作してください。 

2. 水には大変弱いので、雨などがかからないよう十分ご注意ください。 

3. 内部には精密な電子部品が多数使用されています。移動及び輸送時には大きな衝撃が加わら

ないようにしてください。 

4. 本機の設置場所は直射日光の当たる場所やストーブの直前など、高温になりやすい場所を避

け、なるべく通気性の良い場所で御使用ください。 

5. 定格電圧 AC100V, 50/60Hz で御使用ください。 

6. 電源コードは機材への挟みこみ等、無理な力が加わらない様御注意ください。 

7. 信号の入出力端子に許容範囲を越える異常電圧が加わらない様にしてください。 

 

故障や感電事故を防止すると共に、本来の性能を維持する為にも、本体を開けて触れたりしない

でください。修理が必要な時には、販売店もしくは輸入代理店までお問い合せください。 

 

注意：最適なパフォーマンスと信頼性を維持する為に、4ch モード時、各チャンネルの最小負荷

が 2Ω以上になるようにしてください。 
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フロントパネル                                       

 
1. 電源スイッチ 

本体の電源を ON/OFF します。ON/OFF の際はゲインコントロールを最小限まで下げてから電源を入れ

てください。機材の電源を入れる順番は楽器、次にミキサー、他の機器に問題なくすべての電源が入

っていることを確認してから最後にアンプの電源を入れてください。 

 

2. パワー・インジケーター 
アンプの電源が入ると、この LED が点灯し、本ユニットへの電源が供給されていることを示します。 

 

3. チャンネル 1～4 シグナル・インジケーター 
音声信号の入力がある時に緑色の LED が点灯します。 

 

4. チャンネル 1～4 クリップ・インジケーター 
最大出力値を越えて、スピーカーに信号を送る場合に点灯します。この LED が常時点灯する場合は、

アンプとスピーカーにダメージを与えてしまうことがあります。また、クリップ･プロテクション機能

により、自動的にリミッターがかかります。その場合、出力が抑えられ、クリップ信号を送ることが

できなくなります。アンプの出力を最大にする場合は、クリップの赤色の LED が点灯しないようにし

てください。 

 

5. チャンネル 1～4･ゲイン・コントロール 
チャンネル 1～4のスピーカーへの出力信号を調節します。 

 

6. 冷却用通気口 
冷却用のファンがアンプのリア側に装着されています。この通気口より内部の熱を押し出し、アンプ

内部の加熱を防ぎます。 
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リア･パネル

1. チャンネル 1～4 入力
XLR と TRS フォン・プラグを接続できる音声信号の入力端子です。TRS フォン端子はアンバランスフォ

ン・プラグも使用可能です。また、それぞれの端子は並列接続になっており、片方を入力、もう片方

をライン出力用の端子として使用可能です。

TRS フォンプラグ設定：TIP/プラス、RING/マイナス、SLEEVE/アース
XLR 端子設定：PIN3/マイナス、PIN2/プラス、PIN1/アース

2. チャンネル 1～4 出力
チャンネル 1～4出力端子に各スピーカーを接続します。

3. パラレル入力スイッチ
パラレルモードではチャンネル 1と 2、もしくは 2と 3、3と 4の入力信号が、パワーアンプのチャン

ネル 1～4 へ送られます。この場合、チャンネル 1～4 の入力端子に自動的に信号が送られます。切替

えは必ず電源が OFF の状態にて行ってください。

4. モノラル･ブリッジモード
このスイッチで1/2チャンネルと3/4チャンネルのステレオとモノラル･ブリッジモードの切替えを行

います。アンプが出荷されたときは 1/2 チャンネルと 3/4 チャンネルそれぞれがステレオモードにな

っており、4ch 駆動が可能です。切替えは必ず電源が OFF の状態にて行ってください。

5. チャンネル 3 サブウーハー・モード ON/OFF スイッチ
チャンネル 3 のサブウーハー･モードの ON/OFF 切替えを行います。ON にする事により、チャンネル 3

の出力をサブウーハー用として使用することができます。

6. チャンネル 3 周波数設定コントロール
チャンネル 3 をサブウーハー･モードで使用する場合、このツマミでチャンネル 3に接続されているス

ピーカーに出力される周波数を設定することができます。

7. グラウンド・リフトスイッチ
このスイッチで、内部のアース信号を本体のアースから切断することができます。使用環境によりノ

イズが多い場合など、このスイッチを切替えます。

8. ブレーカー
このブレーカーはショートや過電圧からの保護回路です。リセットするにはスイッチを押し上げます。 

9. A/C 電源コード
この電源を 100V 電源コンセントに挿入してください。

10. 冷却ファン
2基の冷却ファンです。前面の吸気口をふさいだり、密閉されたラックにマウントしないでください。

アンプのオーバーヒート、故障の原因になります。

※CH3とCH4をブリッジモードにした場合にも有効です。
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入力                                            

 

1. XLR 入力端子 （図 1） 

音声信号の入力端子です。XLR 端子はバランス仕様対応です。PIN の仕様は上記の図を参照ください。 

 

2. TRS フォン入力端子  

TRS フォン・プラグを接続できる音声信号の入力端子です。TRS フォン端子はアンバランスフォン・

プラグも使用可能です。 
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出力

1. バインディングポスト/バナナプラグ

バインディング・ポスト/バナナプラグ：アンプ背面にあるバインディング・ポスト出力端子

に、スピーカーケーブルを接続します。スピーカーケーブルのマイナス・リードをアンプのバ

インディング・ポスト黒端子に、プラス・リードを赤端子に接続するようにしてください。正

しい極性設定はスピーカーの位相の不一致を防ぎ、結果として低音が損なわれることを防止し

ます。

接続には以下の 2 つの方法があります。 

ステレオ出力接続

図 3 

モノラル・ブリッジモード

図 4 
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一般的なセットアップ例                                   
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保護機能                                          

1. スイッチ ON ミュート機能 

スイッチ ON 後、数秒の間アンプの出力がミュートされます。 

 

2. ショート回路保護機能 

出力ショート回路保護機能は接続した機材をショートや過大な負荷から守ります。 

 

3. オーバーヒート保護機能 

変速ファンによって冷却され、適度な温度が保たれます。しかし、放熱板の温度が 90 度以上になると、

アンプが冷却するまで出力がミュートされます。 

 

4. DC サーキット保護機能 

DC 漏れや過度のサブソニックエネルギーが検出されると出力がミュートします。 
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製品スペック

CP4100 CP4200 

入力端子 XLR/フォン XLR/フォン 

出力端子 バインディングポスト バインディングポスト 

入力インピーダンス 10kΩ(バランス) 10kΩ(バランス) 

入力感度 1V RMS(0dBv) 1V RMS(0dBv) 

出力パワー 

ステレオモード

2Ω、1kHz 1% THD 

4Ω、1kHz 1% THD 

8Ω、1kHz 1% THD 

モノラル・ブリッジモード

4Ω、1kHz 1% THD 

8Ω、1kHz 1% THD 

各チャンネル 280W (RMS)  

各チャンネル 170W (RMS) 

各チャンネル 100W (RMS) 

560W (RMS) 

340W (RMS) 

各チャンネル 510W (RMS) 

各チャンネル 320W (RMS) 

各チャンネル 200W (RMS) 

1200W (RMS) 

600W (RMS) 

周波数特性 20Hz～20kHz、±0.5dB 20Hz～20kHz、±0.5dB 

SN 比 ＞100dB 以下 ＞100dB 以下 

THD 

20Hz～20kHz 

出力 8Ω時 

0.1%以下 0.1%以下 

ダンピングファクター 

内部 f=1kHz 時 

＞250 ＞250 

消費電力 

出力 8Ω時 350W(100V/50Hz) 700W(100V/50Hz) 

冷却機構 2 スピードファン、放熱板 2 スピードファン、放熱板 

寸法 483(w)×88(h)×450(d)mm 483(w)×88(h)×450(d)mm 

重量 15kg 18.5kg  
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